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濱
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一
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員
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口
 
正
暁
 
議
員
 

濱
元
　
私
は
、
こ
れ
ま
で
同
和
行
政
の
支

出
、
特
に
部
落
解
放
同
盟
合
志
市
支
部
、

全
日
本
同
和
会
合
志
支
部
へ
の
補
助
金
の

支
出
に
つ
い
て
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決

を
願
う
立
場
か
ら
反
対
し
て
き
た
。
 

　
今
回
、
２
つ
の
団
体
の
補
助
金
の
使
途

を
調
べ
る
た
め
に
、
市
に
資
料
請
求
を
行

っ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
決
算
書
・
事
業
実

績
書
で
は
、
内
訳
を
知
り
た
く
て
も
市
民

の
税
金
が
何
に
使
わ
れ
た
の
か
全
く
分
か

ら
な
い
。
事
業
実
績
書
を
も
っ
と
丁
寧
に

記
載
さ
せ
改
善
を
す
る
べ
き
だ
。
 

総
務
企
画
部
長
　
金
額
の
大
小
に
関
わ
ら

ず
、
税
金
な
の
で
、
市
民
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市

民
が
分
か
る
形
で
記
載
が
必
要
だ
と
思
う
 

濱
元
　
私
は
決
算
書
・
事
業
実
績
書
だ
け

で
は
詳
し
い
支
出
の
内
容
が
分
か
ら
な
い

た
め
に
、
支
出
の
際
の
領
収
書
が
保
管
さ

れ
て
い
る
は
ず
と
思
い
公
文
書
開
示
請
求

を
お
こ
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
領
収
書
添

付
を
団
体
に
求
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
不
開
示
決
定
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
領

収
書
等
の
原
始
記
録
の
保
存
は
会
計
上
最

も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
行
政
文
書
の
保

存
管
理
は
適
正
な
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
補
助
金
の
使
い
道
を
証

す
る
領
収
書
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
を
受

け
た
団
体
で
５
年
間
保
存
し
て
い
た
だ
く

形
に
な
っ
て
い
る
。
 

濱
元
　
合
志
市
文
書
規
定
第
６
章
第
３９
条

で
は
「
予
算
・
決
算
ま
た
は
出
納
に
関
す

る
も
の
で
重
要
な
も
の
」
は
行
政
が
５
年

間
保
存
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。
菊
池

市
や
山
鹿
市
、
植
木
町
で
は
領
収
書
を
保

管
し
て
、
開
示
請
求
に
も
応
え
て
い
る
。
 

　
市
民
が
、
や
っ
と
の
思
い
で
納
め
た
税

金
が
、
一
体
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

補
助
金
の
使
途
を
把
握
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
。
市
補
助
金
交
付
規
則
に
領
収
書
添

付
を
義
務
付
け
る
規
定
を
設
け
、
市
で
も

領
収
書
を
保
管
す
る
べ
き
だ
。
 

総
務
企
画
部
長
　
基
本
的
に
は
領
収
書
を

添
付
さ
せ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
 

 

松
井
　
人
口
内
耳
音
声
信
号
処
理
装
置
ス

ピ
ー
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
助
成
の
創
設
を
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
本
市
の
対
象
者
は
一
人

で
助
成
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
の
適
用

範
囲
の
拡
大
に
よ
り
、
国
が
統
一
し
た
制

度
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
望
む
。
 

松
井
　
子
育
て
世
代
の
親
御
さ
ん
た
ち
の

た
め
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
普
及
を
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
子
育
て
支
援
の
サ
ー
ク

ル
活
動
の
中
で
実
施
で
き
る
か
社
協
と
相

談
し
、
乳
幼
児
検
診
時
の
機
会
に
、
P
R

で
き
れ
ば
と
今
、
考
え
て
い
る
。
 

松
井
　
女
性
の
間
に
流
産
、
早
産
、
新
生

児
死
亡
等
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
不
育
症
と
い
う
。
不
育
症

の
原
因
、
治
療
法
は
、
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
が
、
検
査
、
治
療
に
関
し
て
保
険
が
使

え
な
い
の
で
高
額
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

不
育
症
に
つ
い
て
本
市
の
取
組
み
を
伺
い

ま
す
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
不
育
症
の
言
葉
を
初
め

て
知
っ
た
の
で
取
組
み
は
や
っ
て
な
い
の

が
現
状
で
国
の
保
険
適
用
を
望
む
。
 

松
井
　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
最
重
要
課

題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
市
の
小
・
中
学

校
に
導
入
す
る
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
安
価

な
互
換
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
の
転
換
を
し
て
、

学
校
現
場
に
順
次
導
入
す
れ
ば
大
き
な
経

費
削
減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。
 

教
育
部
長
　
ソ
フ
ト
購
入
費
用
は
パ
ソ
コ

ン
整
備
の
中
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
。
互
換
ソ
フ
ト
の
研
究
も
十
分
し

な
が
ら
不
具
合
等
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
順
次
切
り
替
え
て
い
き
た
い
。
 

松
井
　
読
書
の
効
果
と
し
て
、
知
識
や
学

力
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
感
動
や
癒
し
に

よ
り
心
を
穏
や
か
に
し
ま
す
。
想
像
力
を

は
ぐ
く
み
、
他
人
を
思
い
や
り
、
多
く
の

人
の
生
き
方
を
知
る
こ
と
で
、
人
生
の
苦

難
を
克
服
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
読
書

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
。
 

市
長
　
読
書
の
市
の
宣
言
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
つ
い
て
は
読
書
の
推
進
計
画
と
合

わ
せ
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
 

環
境
問
題
に
つ
い
て
 

濱
口
　
国
道
３
８
７
号
線
、
県
道
住
吉
・

熊
本
線
の
朝
夕
の
交
通
渋
滞
は
年
々
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
解
決
策
の
一
つ
で

あ
る
御
代
志
駅
前
交
差
点
改
良
の
進
捗
状

況
と
見
通
し
は
。
 

都
市
建
設
部
長
　
県
と
合
同
で
進
め
て
い

ま
す
が
、
用
地
交
渉
は
２０
年
度
は
２５
％
、

２１
年
度
累
計
５０
％
、
２２
年
度
迄
に
終
え
、

改
良
工
事
の
完
成
予
定
を
２４
年
度
末
と
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
 

濱
口
　
県
道
住
吉
熊
本
線
の
バ
イ
パ
ス
計

画
で
①
県
道
辛
川
鹿
本
線
②
市
道
竹
迫
東

廻
り
線
改
良
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
い
ず
れ
も
県
、
菊
陽
、

合
志
市
の
広
域
的
な
渋
滞
対
策
の
道
路
整

備
で
あ
り
、
三
者
協
議
し
な
が
ら
平
成
２０

年
代
の
後
半
目
途
に
進
め
た
い
。
 

濱
口
　
今
の
時
代
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
の
対

応
を
求
め
る
の
は
困
難
と
判
断
さ
れ
る
。

並
行
し
て
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
取
組
み
を
近

隣
地
区
へ
働
き
か
け
て
協
議
体
を
つ
く
り
、

取
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
県
、
合
志
市
、
大
津
町
、

菊
陽
町
の
自
治
体
、
地
域
内
の
企
業
、
自

治
会
等
の
代
表
で
構
成
す
る
「
菊
池
南
部

地
域
交
通
対
策
検
討
会
」
を
去
る
９
月
２

日
立
上
げ
て
第
一

回
会
合
を
も
っ
た

所
で
す
。
今
後
広

域
的
な
視
野
に
立

っ
て
交
通
対
策
を

講
じ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

濱
口
　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
対
す
る
合

志
市
の
取
り
組
み
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
書
を
平
成
２１
年
２
月
に
策
定
し
た
。

京
都
議
定
書
に
基
づ
き
平
成
２１
年
か
ら
２５

年
迄
の
５
年
間
に
毎
年
１.２
％
削
減
し
て
目

標
の
６
％
を
達
成
し
た
い
。
 

教
育
部
長
　
ご
み
減
量
化
、
節
電
、
節
水

を
心
掛
け
、
環
境
に
対
す
る
意
識
高
揚
を

図
っ
て
い
る
。
 

市
民
部
長
　
第
１
回
環
境
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
啓
発
を
行
っ
た
 

御代志駅前交差点 

みずき台　市道 

尾
方
　
土
地
利
用
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
平
成
２７
年
度

ま
で
に
整
備
方
針
が
定
め
ら
れ
る
か
？
 

総
務
企
画
部
長
　
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

総
合
計
画
の
中
の
地
域
図
に
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
問
題
は
短
期
で
整
備
が
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
長
期

的
視
点
に
立
っ
て
利
用
計
画
を
定
め
て
行

き
ま
す
。
 

尾
方
　
都
市
計
画
に
は
市
街
地
を
形
成
す

る
た
め
に
旧
町
間
の
一
体
化
を
計
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
す
、
市
街
化
調
整
区
域

の
見
直
し
、
そ

し
て
、
農
振
除

外
等
が
必
要
で

す
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
？
 

都
市
建
設
部
長

　
市
街
化
調
整

区
域
の
線
引
き

の
見
直
し
に
つ

い
て
は
県
あ
た
り
と
協
議
し
て
い
ま
す
が
、

市
街
化
調
整
区
域
の
中
に
残
存
農
地
が
あ

り
見
直
し
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

産
業
振
興
部
長
　
農
地
転
用
の
問
題
は
１２

月
に
農
地
法
の
改
正
も
行
わ
れ
ま
す
が
、

農
地
転
用
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
 

尾
方
　
合
志
市
の
人
口
は
現
在
５
万
 

４
７
０
０
人
で
す
が
、
２７
年
度
５
万
 

７
４
０
０
人
と
見
通
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

行
政
的
に
又
財
政
上
、
適
当
な
市
の
人
口

と
は
？
 

市
長
　
２７
年
度
の
人
口
見
通
し
は
突
破
す

る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
総
合
的
に

学
校
、
又
道
路
問
題
、
上
下
水
道
施
設
の

可
能
性
、
そ
し
て
文
化
、
歴
史
の
保
存
等

も
考
慮
し
つ
つ
、
一
定
の
住
環
境
を
整
え

人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
市
の
活
力
を
増
す

こ
と
も
重
要
で
す
。
人
口
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
の
テ
ー
マ
で
す
。
 

尾
方
　
本
市
で
は
今
後
の
人
口
増
加
に
対

す
る
上
水
道
供
給
対
策
と
し
て
地
下
水
涵

養
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
遊
水

池
、
調
整
池
を
作
る
こ
と
を
進
め
る
が
ど

う
で
す
か
？
 

市
長
　
す
べ
て
地
下
水
に
飲
料
水
を
頼
っ

て
い
ま
す
。
涵
養
、
保
全
こ
れ
に
つ
き
ま

し
て
は
重
要
課
題
で
あ
り
開
発
す
る
場
合

に
は
調
整
池
を
作
る
こ
と
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
 


